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《フィレモンへの手紙を読む前に》 

 

〈パウロの信仰〉 

 

①神は、すべての人を愛しておられる。 

だから、私たちは、ともに歩むことができる。 

②律法は、それを守る人だけが神に愛されると捉えられてしまった。 

その結果、私たちは、ともに歩むことができなくなった。 

③律法を守ることではなく、神の愛、神の愛の実現である「十字架につけられ

ているキリスト」を信じることが、私たちの救いである。 

④神の愛を信じる時、私たちは、互いに愛し合うことができる。 

互いに愛し合えることを信じることができる。 

⑤愛を信じることができる時、私たちはともに歩むことができる。 

キリストのからだである教会となることができる。 

実際、キリストのからだとなっている。 

 

〈パウロの手紙から〉 

 

【ローマの信徒への手紙】 

 

（５章） 

 

 5（…）わたしたちに与えられた聖霊によって、神の愛がわたしたちの心に注が

れているからです。 6 実にキリストは、わたしたちがまだ弱かったころ、定めら

れた時に、不信心な者のために死んでくださった。 7 正しい人のために死ぬ者は

ほとんどいません。善い人のために命を惜しまない者ならいるかもしれませ

ん。 8 しかし、わたしたちがまだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのた

めに死んでくださったことにより、神はわたしたちに対する愛を示されました。 
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（１３章） 

 

8 互いに愛し合うことのほかは、だれに対しても借りがあってはなりません。人

を愛する者は、律法を全うしているのです。 9「姦淫するな、殺すな、盗むな、

むさぼるな」、そのほかどんな掟があっても、「隣人を自分のように愛しなさ

い」という言葉に要約されます。 10 愛は隣人に悪を行いません。だから、愛は

律法を全うするものです。 

 

【ガラテヤの信徒の手紙】 

 

（２章） 

 

 16（…）人は律法の実行ではなく、ただイエス・キリストへの信仰によって義

とされると知って、わたしたちもキリスト・イエスを信じました。これは、律法

の実行ではなく、キリストへの信仰によって義としていただくためでした。なぜ

なら、律法の実行によっては、だれ一人として義とされないからです。（… ）

19 わたしは神に対して生きるために、律法に対しては律法によって死んだので

す。わたしは、キリストと共に十字架につけられています。 20 生きているの

は、もはやわたしではありません。キリストがわたしの内に生きておられるので

す。わたしが今、肉において生きているのは、わたしを愛し、わたしのために身

を献げられた神の子に対する信仰によるものです。  

 

（３章） 

 

26 あなたがたは皆、信仰により、キリスト・イエスに結ばれて神の子なので

す。 27 洗礼を受けてキリストに結ばれたあなたがたは皆、キリストを着ている

からです。 28 そこではもはや、ユダヤ人もギリシア人もなく、奴隷も自由な身

分の者もなく、男も女もありません。あなたがたは皆、キリスト・イエスにおい

て一つだからです。 
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（４章） 

 

4 しかし、時が満ちると、神は、その御子を女から、しかも律法の下に生まれた

者としてお遣わしになりました。 5 それは、律法の支配下にある者を贖い出し

て、わたしたちを神の子となさるためでした。 6 あなたがたが子であることは、

神が、「アッバ、父よ」と叫ぶ御子の霊を、わたしたちの心に送ってくださった

事実から分かります。 7 ですから、あなたはもはや奴隷ではなく、子です。子で

あれば、神によって立てられた相続人でもあるのです。 

 

（５章） 

 

13 兄弟たち、あなたがたは、自由を得るために召し出されたのです。ただ、こ

の自由を、肉に罪を犯させる機会とせずに、愛によって互いに仕えなさい。 14

律法全体は、「隣人を自分のように愛しなさい」という一句によって全うされる

からです。 

 

 

【コリントの信徒への手紙一】 

 

（７章） 

 

21 召されたときに奴隷であった人も、そのことを気にしてはいけません。自由

の身になることができるとしても、むしろそのままでいなさい。 22 というの

は、主によって召された奴隷は、主によって自由の身にされた者だからです。同

様に、主によって召された自由な身分の者は、キリストの奴隷なのです。 23 あ

なたがたは、身代金を払って買い取られたのです。人の奴隷となってはいけませ

ん。 
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（１２章） 

 

12 体は一つでも、多くの部分から成り、体のすべての部分の数は多くても、

体は一つであるように、キリストの場合も同様である。 13 つまり、一つの霊に

よって、わたしたちは、ユダヤ人であろうとギリシア人であろうと、奴隷であろ

うと自由な身分の者であろうと、皆一つの体となるために洗礼を受け、皆一つの

霊をのませてもらったのです。 14 体は、一つの部分ではなく、多くの部分から

成っています。（…）18 そこで神は、御自分の望みのままに、体に一つ一つの

部分を置かれたのです。 19 すべてが一つの部分になってしまったら、どこに体

というものがあるでしょう。 20 だから、多くの部分があっても、一つの体なの

です。 （…） 22（…）体の中でほかよりも弱く見える部分が、かえって必要な

のです。（…） 25 それで、体に分裂が起こらず、各部分が互いに配慮し合って

います。 26 一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が

尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。27 あなたがたはキリストの体で

あり、また、一人一人はその部分です。 

 


